介護保険最新情報VOL１８９号　平成２３年４月８日「東日本大震災に伴う介護報酬上の取り扱いについて（第２版）」の疑義解釈２１について休業期間分の日割りについての解釈については、下記のとおりです。

　平成２３年４月１３日　　

福島県介護保険室　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記
＜介護保険最新情報＞
２１．今回の震災又は東京電力・東北電力による計画停電の影響により，介護予防通所介護事業所等が休業を行った場合，月額報酬となっている介護予防通所介護費等は休業期間分を日割りするのか。

（答）

日割り計算を行うこととする。また，介護予防通所介護事業所等がガソリンの調達が困難であり，送迎に支障が生じたために，利用者に対して当初の介護予防サービス・支援計画に基づき，当月において適切な利用回数等のサービスが提供できなかった場合も，当該利用者については，日割り計算を行うこととする。

＜厚生労働省の解釈＞
・　今回の震災又は東京電力・東北電力による計画停電の影響により事業所を休業した場合等の日割りの有無は，利用者ごとに当初の計画に基づき適切なサービス提供ができたかどうかで判断する。（事業所を休業した場合でも，休業期間中に利用の計画がなかった利用者については日割りを行う必要はない。また，利用日を変更し，当月において適切なサービスが提供できた利用者については日割りを行う必要はない。）

・　日割りの日数は，適切なサービスが提供できなかった日数とする。

・　利用者ごとに当初の計画に基づき適切なサービス提供ができたかどうかは，保険者が判断する。

・　サービスが提供できなかった場合の理由としての「ガソリンの調達が困難であり」は例示である。
